
 

アイヌ施策推進地域計画 中間目標評価報告書 

   

実施主体名 計画の名称 （中間）目標年度 

えりも町 えりも町アイヌ施策推進地域計画 令和４年度 

 

１．目標の達成状況 

アイヌ施策推進地域計画 

における（中間）目標 
目標値 A 実績値 B 

達成率 
(%) 

Ｂ／Ａ 
備考 

猿留山道を歩く会 参加者数 60 人/年間 26 人/年間 43.3％  

生活館 利用者数 1,100 人/年間 508 人/年間 46.2％  

 

アイヌ施策推進地域計画 
における（中間）目標 

達成状況 備考 

猿留山道を歩く会 参加者数 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対
策として事業日程や募集人数を縮小したため、
目標値の半分程度にとどまった。 

 

生活館 利用者数 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて、
生活館の利用を控える傾向がみられたことか
ら、目標値の半分程度にとどまった。 

 

 

 （コメント） 

コロナ禍ということもあり、目標値に至らなかった。 

新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ変更となった以降については、参加者数や

利用者数が回復に向かうことを期待している。 

 

２．（中間）目標達成のために実施した各事業の進捗状況と効果 

地域・産業振興事業（猿留山道を歩く会） 

事業の進捗状況 事業実施主体 

アイヌと関わりのある山道を散策し、学習交流会を行うことで、

アイヌ語の地名と地形を学ぶことを継続的に実施。 

（令和２年度）参加者 23 人 

（令和３年度）参加者 27 人 

（令和４年度）参加者 26 人 

 

えりも町 

  事業の効果 

町内、町外の人々へアイヌ文化や歴史を学ぶ機会を増やすことができ、アイヌ文化・

歴史の普及・促進を図ることができた。 

 

 

コミュニティ活動支援事業（生活館改修・整備事業） 

事業の進捗状況 事業実施主体 

各生活館の設備や備品の修繕や更新を行い、アイヌの人々や地域 えりも町 



 

の方が安心して交流できる施設にし、地域のコミュニティ活動促

進を継続して実施。 

（令和２年度） 

歌別生活館外壁・屋根改修、目黒生活館屋根葺替等、西えりも生

活館消防設備修繕、庶野生活館消防設備修繕 

（令和３年度） 

庶野生活館外壁・屋根改修、庶野生活館非常灯修繕、東洋生活館

消防設備修繕 

（令和４年度） 

歌別生活館・東洋生活館 非常用照明装置バッテリー交換、東洋生

活館 照明器具修繕、庶野生活館 カーテンの防炎製品への更新、

西えりも生活館 暖房機更新 

  事業の効果 

老朽化による故障や不備により、各生活館の使用に支障を来している設備や備品の修

繕・更新を行うことで、アイヌの人々や地域の方が安心して利用できるようになった。 

 

 

３．今後の方針等 

 （コメント） 

事業の進捗については、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けたことから、計画

を一部変更して進めているところである。今後もアイヌ関連団体と情報共有しながら

事業を実施していくこととする。 

また、コロナ禍で参加者数や利用者数が伸びなかったことから、今後は参加者数・利

用者数が回復するよう、持続可能な事業実施に取り組みたい。 

 


